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金星 (図1) は太陽から約1億km の距離 (地球-太陽問の  0.72 倍) のところを公転
する地球型惑星である。大きさは地球とほとんど同じだが、その表面環境は地球と大
きく違っている (図2) 。大気は主に二酸化炭素からなり (96. 5%) 、その量は大変多
く、地表面気圧は90気圧 (水深  900m 相当) である。その二酸化炭素がもたらす温室
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図2 金星大気の温度分布の探査機による観測結果と数値モデルによる計算値 (放
















の場所において高度とともに増加し、高度70 km 付近で100  m/秒、自転の60倍の角






度は大きく異なるものの (前者は高温、後者は極低温) 、自転が遅いこと (前者は周期








ョンが生じて昼夜間の温度差が均されるかもしれない (Joshi et al. , 1997) 。この
ことは惑星によっては生命圏の存立のために有利に働く可能性もある。系外惑星が中
心星の前を横切る現象を利用した大気の分光観測によってスーパーローテーション
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(松田 2000) 。まず、Gierasch が1975年に提唱し、いくつかの数値実験でそれに沿
った説明がなされているものがある (Gierasch 1975) 。ここではハドレー循環という、
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図5 スーパーローテーションのメカニズムに関する2種類の仮説。ハドレー循環
によるもの (左) と熱潮汐波によるもの (右) 。
9他に有力な仮説として、雲層が太陽光を吸収して暖まることによって 「熱潮汐波」
という惑星スケールの大気重力波が励起され、これが下向きに伝わり、地表まで到達
























































通り し、太陽を巡る人工惑星となった。しかしその後 「あかつき」 は再度金星を目指
し、5年後となる2015年12月に金星の衛星となった (Nakamura et al. 2016) 。
「あかつき」 には大気を異なる波長の光で調べるカメラ 5台と電波源が搭載されて
いる (図7) 。二酸化硫黄など化学物質やエアロゾルの分布を見る紫外イメージャ (波
長283  nm\cdot 365 nm  ) 、雲頂の温度分布を見る中間赤外カメラ (波長10  \mu m) 、雲の深部
や雲の下の化学物質を見る  2-\mu mカメラ (波長1. 7∼2. 3  \mu m の間に4波長) 、雲や地
表を見る  1-\mu mカメラ (  0.9\sim 1.01  \mu m の間に4波長) 、そして雷の発光や高層大気の
蛍光 (大気光) を超高速測光でとらえる雷 大気光カメラ (550~770 nm の間に4波





















た興味深い特徴を読み取ることができる (Limaye et al. 2016) 。たとえば中間赤外
線で撮影した金星の雲の温度分布には、赤道をまたいで北極域から南極域まで伸びる
弓のような模様がしばしば見られる (図10) (Fukuhara et al. 2017; Kouyama et al.
2017) 。この構造は地表に対してほぼ静止していることが判明し、表面地形に風が作








二酸化炭素の吸収帯にあたる近赤外線 (波長2. 02  \mu m) で撮った昼側の画像 (図11)
には、雲頂高度の分布が可視化されており、極域で急激に雲頂が落ち込む様子や、低





金星大気による吸収があまりない近赤外線 (波長2. 26  \mu m) で撮った夜側の画像 (図























図10 中間赤外カメラ (波長10  \mu m) で撮影した雲頂の熱放射。
15
図垣  2-\mu m カメラが二酸化炭素の吸収帯  (2. 02  \mu m) で撮影した雲頂の太陽散乱
光。明るいところは雲頂が高く、暗いところは雲頂が低いことを示す。空間スケー
ルの小さい成分を強調してある。
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図13 電波掩蔽観測で得られた気温の高度分布を重ねたもの。高度50‐65 km で温
度が低下しているのは高緯度での計測。
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